
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
二
日
、
船
は
舞
鶴
に
入
港
し
た
。
周

り
の
山
々
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
祖
国
の
土
を
踏
ん
だ
。

私
は
過
去
を
振
り
返
り
、
入
ソ
以
後
九
百
八
十
人
の
作
業
大

隊
で
二
百
三
十
二
人
の
犠
牲
者
が
出
た
の
で
あ
る
。

母
を
想
い
妻
や
子
供
の
夢
を
見
つ
つ
無
念
に
も
は
か
な
く

散
っ
て
い
っ
た
多
く
の
犠
牲
者
に
、
衷
心
よ
り
哀
悼
の
誠
を
捧

げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

生
年
月
日
　
　
大
正
十
三
年
二
月
二
十
三
日

住
所
　
　
　
　
滋
賀
県
長
浜
市
一
の
宮
町

本
籍
　
　
　
　
滋
賀
県
八
日
市
市
岡
田
町

入
隊
　
　
　
　
昭
和
二
十
年
三
月
五
日
（
広
島
集
合
）

三
月
十
二
日
■
琿
六
一
二
部
隊
入
営

入
ソ
　
　
　
　
昭
和
二
十
年
九
月

抑
留
地
　
　
　
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
、
ス
ー
チ
ャ
ン

作
業
　
　
　
　
道
路
作
業
、
伐
採
、
農
作
業

引
揚
げ
　
　
　
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
二
日
舞
鶴
入
港

復
員
後
は
会
社
勤
務
を
経
て
昭
和
四
十
四
年
独
立
し
、
イ
ン

テ
リ
ア
の
会
社
を
経
営
、
現
在
は
息
子
さ
ん
が
代
わ
っ
て
い

る
。

（
滋
賀
県
　
　
村
田
健
造
）

我
が
人
生
　 

滋
賀
県
　
高
田
義
信
　 

大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
八
月
二
十
七
日
　
滋
賀
県
長
浜
市

下
之
郷
町
に
生
ま
れ
る
（
男
五
人
の
末
子
）

。
家
は

天
鵞
絨
織
業
。

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
三
月
　
長
浜
市
神
照
小
学
校
高
等

科
卒
業

昭
和
十
一
年
三
月
　
県
立
長
浜
農
学
校
卒
業

昭
和
十
三
年
三
月
　
青
年
学
校
教
員
養
成
所
卒
業

昭
和
十
三
年
四
月
　
公
立
老
蘇
青
年
学
校
就
職

同
年
八
月
　
徴
兵
検
査
で
第
一
乙
種
合
格

昭
和
十
四
年
一
月
　
同
校
休
職
し
敦
賀
歩
兵
十
九
連
隊
に
入

営



同
年
四
月
　
第
一
期
検
閲

同
年
五
月
　
幹
部
候
補
生
（
幹
候
四
期
生
）

昭
和
十
四
年
十
一
月
　
仙
台
予
備
士
官
学
校
に
入
学

昭
和
十
五
年
六
月
　
敦
賀
十
九
連
隊
第
二
中
隊
付

昭
和
十
五
年
七
月
、
北
支
独
立
混
成
九
旅
団
（
谷
部
隊
）
に

転
属
と
な
り
、
大
阪
港
よ
り
船
に
て
大
沽
ま
で
、
そ
の
後
汽
車

に
て
天
津
、
北
京
経
由
、
石
家
荘
で
乗
り
換
え
、
太
原
着
。
到

着
後
一
番
に
眼
に
映
っ
た
の
は
太
原
城
の
大
き
な
こ
と
、
城
壁

の
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
余
り
、
上
幅
七
メ
ー
ト
ル
、
下
幅
二
〇

メ
ー
ト
ル
余
り
の
城
に
び
っ
く
り
。
兵
站
に
て
予
防
接
種
そ
の

他
戦
地
に
お
け
る
諸
々
の
注
意
等
の
教
育
を
受
け
る
。
一
週
間

後
谷
部
隊
司
令
部
で
申
告
、
旅
団
長
閣
下
そ
の
他
参
謀
高
級
副

官
等
よ
り
諸
注
意
が
あ
り
、
各
自
の
部
隊
転
出
先
の
辞
令
を
受

け
る
。
私
の
転
出
先
は
忻
県
第
三
十
九
大
隊
付
と
な
る
。
部
隊

長
村
上
大
佐
に
申
告
を
す
る
。
和
通
信
教
育
受
講
の
た
め
太
原

旅
団
通
信
隊
に
出
向
、
四
ヵ
月
の
通
信
教
育
を
受
け
、
あ
と
数

日
で
卒
業
す
る
の
に
急
性
腎
臓
炎
で
太
原
陸
軍
病
院
に
入
院
、

三
ヵ
月
後
に
退
院
す
る
。
谷
部
隊
司
令
部
よ
り
第
一
軍
乙
部
隊

に
出
向
を
命
ぜ
ら
る
。
北
京
通
信
学
校
入
校
。
卒
業
と
同
時
に

乙
部
隊
参
謀
第
一
課
付
と
な
り
、
兵
站
業
務
補
助
で
泉
中
佐
参

謀
の
も
と
で
勤
務
す
る
。
中
支
第
二
次
長
沙
作
戦
応
援
の
た
め

谷
部
隊
が
移
駐
す
る
に
当
た
り
原
隊
復
帰
す
る
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
大
東
亜
戦
争
を
石
家
荘
で
知

る
。
南
京
よ
り
揚
子
江
を
■
船
し
て
兵
州
に
到
着
す
る
。
谷
部

隊
は
作
戦
参
加
、
影
珠
山
戦
で
一
個
大
隊
が
玉
砕
を
す
る
激
戦

が
あ
っ
た
が
、
和
岳
州
警
備
の
た
め
そ
の
難
を
逃
れ
た
。
そ
の

後
谷
部
隊
は
武
昌
付
近
の
警
備
、
三
月
北
支
に
帰
り
徳
県
付
近

の
警
備
に
当
た
る
。
六
月
よ
り
谷
部
隊
参
謀
部
付
と
な
り
兵
要

地
誌
関
係
を
受
け
持
つ
。
同
十
八
年
谷
部
隊
は
天
津
に
移
動
、

付
近
の
警
備
に
当
た
る
。
十
八
年
十
一
月
召
集
解
除
の
た
め
、

甲
府
近
衛
四
連
隊
に
転
入
、
同
十
二
月
召
集
解
除
さ
れ
る
。

五
年
ぶ
り
に
我
が
家
に
帰
る
。
学
校
長
の
要
請
に
よ
り
東
京

農
業
大
学
で
四
ヵ
月
間
農
業
土
木
の
講
習
を
受
け
る
。
四
月
一

日
付
で
長
浜
農
業
校
に
就
職
、
新
設
土
木
科
一
年
生
の
担
任
と

な
る
。

同
年
七
月
七
日
、
敦
賀
三
十
六
部
隊
に
召
集
さ
れ
假
編
第
二

大
隊
、
第
二
中
隊
長
を
拝
命
す
る
。
同
隊
は
北
方
軍
に
属
し
同

月
、
北
海
道
根
室
に
て
独
立
混
成
六
十
九
旅
団
に
転
入
、
根
室



港
よ
り
色
丹
島
に
到
着
す
る
。
同
日
付
に
て
国
後
島
警
備
大
隊

に
転
出
、
同
島
白
糠
付
近
の
警
備
部
隊
で
満
州
よ
り
来
た
現
役

部
隊
で
幕
舎
生
活
を
し
て
い
た
。
到
着
と
同
時
に
部
隊
付
、
主

と
し
て
島
の
兵
要
関
係
の
確
認
を
行
う
。
そ
れ
が
た
め
大
隊
長

と
共
に
島
を
巡
察
す
る
。
爺
爺
岳
（
一
、
八
二
二
メ
ー
ト
ル

活
火
山
）

、
乳
呑
路
、
古
釜
布
、
東
沸
泊
等
の
村
町
も
調
査
し
、

一
般
住
民
と
の
交
流
を
兼
ね
て
視
察
す
る
。

こ
の
と
き
特
に
気
が
つ
い
た
の
は
、

(1)

　
馬
の
放
牧
で
牡
馬
を
中
心
に
二
、
三
十
頭
が
走
り
回
っ

て
い
た
。
ま
た
、
駅
と
い
う
人
家
の
あ
る
所
に
は
馬
を
頼

む
と
鞍
を
つ
け
て
次
の
駅
ま
で
貸
し
て
く
れ
る
。
到
着
し

て
離
せ
ば
馬
は
元
の
駅
ま
で
帰
る
と
い
う
。

(2)

　
ヒ
グ
マ
は
至
る
と
こ
ろ
で
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
っ
ち

よ
り
何
も
せ
ず
、
鳴
り
物
で
相
手
に
知
ら
せ
れ
ば
、
ヒ
グ

マ
は
立
ち
去
る
。

(3)

　
キ
ツ
ネ
の
数
は
少
な
く
、
そ
の
■
と
し
て
ネ
ズ
ミ
を
放

し
た
の
が
増
え
過
ぎ
て
キ
ツ
ネ
の
方
が
逃
げ
去
る
始
末
。

(4)

　
カ
ラ
ス
は
多
く
そ
の
声
た
る
や
太
く
嫌
な
存
在
。

(5)

　
鮭
は
秋
そ
の
群
れ
が
漁
場
に
来
る
と
海
一
面
銀
色
に
輝

き
、
雄
大
さ
ま
た
格
別
、
大
漁
に
沸
き
大
騒
ぎ
。

(6)

　
そ
の
他
カ
ニ
、
タ
ラ
、
カ
レ
イ
、
イ
カ
、
イ
ワ
シ
、
ニ

シ
ン
、
帆
立
貝
等
、
ま
た
昆
布
等
、
ま
さ
し
く
海
の
宝

庫
。

(7)

　
野
菜
と
し
て
は
大
根
な
ど
で
米
は
取
れ
な
い
。

(8)

　
参
考
、
遠
く
て
近
い
北
方
領
土

・
択
捉
島
　
（
三
、
一
八
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
鳥
取
県

三
、
五
〇
七
平
方
メ
ー
ト
ル
に
近
い
。
当
時
の
人
口
三

千
六
百
五
人
）

・
国
後
島
　
（
一
、
四
九
九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
沖
縄
本
島

一
、
一
九
九
平
方
メ
ー
ト
ル
。
当
時
の
人
口
七
千
三
百

四
十
三
人
）

・
色
丹
島
　
（
二
五
三
平
方
メ
ー
ト
ル
、
徳
之
島
二
四
八

平
方
メ
ー
ト
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
。
当
時
の
人
口
千
四
百
四

十
一
人
）

・
歯
舞
群
島
　
（
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
小
笠
原
島
一

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
同
じ
。
当
時
の
人
口
千
四
十
一

人
）

昭
和
二
十
年
三
月
、
通
信
隊
長
要
員
と
し
て
北
海
道
帯
広
に



転
出
す
る
。
第
八
十
九
師
団
摧
部
隊
隷
下
と
な
り
当
地
で
通
信

隊
を
編
成
す
る
。
た
だ
し
兵
に
は
三
人
に
小
銃
一
、
弾
は
十
五

発
、
は
な
は
だ
心
も
と
な
い
。

同
年
五
月
十
七
日
兵
員
二
百
五
十
人
、
根
室
港
よ
り
択
捉
島

単
冠
湾
天
寧
に
着
く
。
天
寧
西
側
地
区
の
基
地
整
備
、
南
千
島

全
般
の
通
信
網
整
備
等
を
恩
根
別
川
の
中
流
摧
司
令
部
よ
り
奥

に
基
地
を
設
置
す
る
。

ソ
連
軍
侵
攻
前

連
日
米
軍
の
ニ
ュ
ー
ス
で
日
本
国
土
の
爆
撃
を
電
波
に
の
せ

る
、
そ
の
都
度
摧
司
令
に
報
告
を
す
る
。
そ
の
後
、
段
々
と
戦

況
が
悪
く
な
る
ば
か
り
、
七
月
の
カ
イ
ロ
宣
言
は
特
に
重
大
な

の
で
直
接
摧
司
令
部
に
電
文
を
持
っ
て
報
告
す
る
。

八
月
六
日
　
広
島
に
原
爆
投
下

八
月
九
日
　
長
崎
に
原
爆
投
下

等
、
誠
に
悲
し
む
べ
き
事
態
ば
か
り
が
多
く
切
な
い
。
八
月
十

四
日
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
す
る
と
の
電
文
が
舞
い
込
む
。

八
月
十
五
日
正
午
、
重
大
な
る
放
送
が
あ
る
か
ら
各
部
隊
に

そ
の
旨
通
報
す
る
。
電
波
は
解
除
さ
れ
て
い
た
が
、
詔
勅
の
内

容
が
雑
音
多
く
し
て
理
解
し
難
い
。
そ
の
た
め
あ
れ
こ
れ
憶
測

が
飛
び
交
う
。
そ
れ
が
た
め
摧
司
令
部
の
了
解
を
得
て
、
本
詔

勅
の
電
文
を
印
刷
し
て
各
部
隊
に
渡
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
真
意

を
知
る
。
各
部
隊
た
だ
た
だ
無
言
、
成
す
こ
と
を
知
ら
ず
、
し

か
し
そ
れ
が
た
め
の
混
乱
は
特
に
な
し
。

終
戦
に
な
っ
て
も
南
千
島
択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
、
歯

舞
群
島
は
江
戸
時
代
か
ら
の
日
本
国
土
で
あ
る
。
船
が
迎
え
に

来
れ
ば
全
員
帰
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
認
識
の
も
と
、
今
は
各

隊
に
不
必
要
な
も
の
は
皆
焼
却
す
る
。
全
部
隊
帰
還
に
関
す
る

人
員
等
を
司
令
部
に
提
出
せ
よ
と
の
内
示
が
あ
り
、
そ
れ
ま
で

待
機
せ
よ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
段
々
雲

行
き
が
怪
し
く
な
っ
て
く
る
。
摧
司
令
部
か
ら
何
の
指
令
も
な

か
っ
た
。

ソ
連
侵
攻

八
月
二
十
三
日
頃
、
ソ
連
一
個
部
隊
が
上
陸
す
る
。
摧
司
令

部
か
ら
武
装
解
除
に
つ
い
て
の
細
部
の
通
達
も
な
い
。
か
く
す

る
う
ち
に
ソ
連
軍
は
各
部
隊
の
武
装
解
除
を
行
っ
た
。

(1)
　
兵
隊
は
兵
器
、
弾
薬
、
帯
剣
、
銃
（
す
べ
て
の
）
無
線

器
等
没
収
す
る
。

(2)

　
将
校
は
拳
銃
、
弾
薬
、
双
眼
鏡
等
没
収
。
た
だ
し
将
校



の
軍
刀
、
階
級
章
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
。

(3)

　
兵
と
将
校
と
は
兵
舎
を
別
々
に
す
る
。

か
く
し
て
日
時
は
過
ぎ
る
。

九
月
初
め
、
東
京
ダ
モ
イ
と
の
こ
と
で
全
員
飛
行
場
に
集
合

せ
よ
と
知
ら
せ
る
。
帰
る
に
当
た
り
内
地
で
は
物
資
不
足
を
耳

に
す
る
の
で
、
各
自
持
て
る
だ
け
多
く
を
持
っ
て
飛
行
場
へ
と

集
合
す
る
。
そ
の
際
、
ソ
連
兵
隊
長
は
各
部
隊
の
副
官
を
集
め

て
左
の
ご
と
く
下
命
す
る
。

(1)

　
下
士
官
兵
は
ほ
ん
の
手
荷
物
一
個

(2)

　
将
校
は
行
李
一
個

そ
れ
以
上
の
物
を
持
つ
こ
と
禁
止
す
る
。
も
し
も
こ
れ
以
上

の
物
を
持
っ
て
い
る
者
は
当
地
に
残
し
て
塹
壕
掘
り
を
さ
せ
、

東
京
ダ
モ
イ
は
さ
せ
な
い
。

そ
の
厳
命
に
従
っ
て
皆
ほ
ん
の
荷
物
だ
け
で
後
は
捨
て
る
。

今
し
ば
ら
く
の
辛
抱
だ
。
帰
れ
ば
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
の
雰

囲
気
だ
っ
た
。

こ
の
際
の
輸
送
副
官
を
私
に
任
命
す
る
。

各
部
隊
ご
と
に
人
員
の
点
検
荷
物
調
べ
を
し
て
か
ら
逐
次
乗

船
を
さ
す
。
乗
船
し
て
外
を
見
渡
す
と
前
後
に
護
衛
艦
が
い
る

の
で
異
様
に
思
っ
た
が
、
ソ
連
兵
の
言
葉
を
信
じ
、
そ
の
後
の

事
は
何
と
も
思
わ
ず
全
員
船
の
人
と
な
る
。
収
容
人
員
約
二
千

七
百
余
人
、
た
だ
し
各
部
隊
の
人
員
数
は
ソ
連
兵
の
命
令
で
集

計
は
で
き
な
か
っ
た
。
船
は
北
海
道
沖
を
進
む
。
今
ま
で
に
捕

虜
に
な
っ
た
経
験
の
な
い
我
々
は
そ
の
言
を
信
じ
う
の
み
に
す

る
。
一
片
の
黒
パ
ン
、
海
水
か
ら
取
り
出
し
た
ニ
シ
ン
を
食
事

に
出
さ
れ
る
。
致
し
方
な
し
。
そ
れ
も
ま
た
よ
き
土
産
話
の
種

と
の
思
い
で
、
雲
間
隠
れ
に
見
え
る
北
海
道
を
眺
め
て
、
い
よ

い
よ
明
日
は
稚
内
港
に
着
く
と
思
い
込
ん
だ
我
ら
に
、
船
は
進

路
を
北
方
に
変
え
る
。
か
く
し
て
樺
太
大
泊
港
に
着
く
。
町
の

か
な
た
、
こ
な
た
に
火
の
手
が
見
え
る
。
戦
争
は
負
け
た
ら
か

く
の
ご
と
く
に
な
る
と
強
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

明
朝
、
船
は
南
に
進
む
、
今
に
稚
内
に
着
く
で
あ
ろ
う
と
思

い
き
や
一
転
東
北
方
へ
進
路
を
変
え
る
。
皆
の
者
、
話
が
違

う
、
早
く
交
渉
せ
よ
と
言
う
が
、
相
手
は
言
葉
を
濁
ら
し
て
ら

ち
が
明
か
な
い
。
船
は
シ
ベ
リ
ア
領
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
に
い
か
り
を

下
ろ
す
。
港
に
は
艦
船
が
い
て
に
ら
み
を
利
か
し
て
い
る
。
ま

た
、
山
際
に
は
日
本
人
と
思
わ
れ
る
人
影
が
見
え
る
。
今
初
め

て
だ
ま
さ
れ
た
と
気
が
つ
く
が
後
の
祭
り
。
そ
の
う
ち
輸
送
副



官
下
船
せ
よ
と
の
声
が
掛
か
る
の
で
船
よ
り
お
り
る
。
そ
の

際
、
ソ
連
兵
の
大
尉
が
流
暢
な
日
本
語
で
、「
今
日
よ
り
五
十

七
日
間
ソ
連
に
お
い
て
仕
事
に
従
事
し
て
、
そ
の
後
日
本
に
帰

す
」「
各
部
隊
は
今
ま
で
の
編
成
を
解
き
一
斉
に
下
船
せ
よ
」

と
命
令
を
伝
え
る
。

各
部
隊
幹
部
各
位
と
相
談
を
す
る
も
一
向
に
ま
と
ま
ら
ず
。

し
か
し
、
最
終
に
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
全
員

下
船
す
る
。
駅
に
は
有
蓋
貨
物
列
車
が
停
ま
っ
て
い
て
、
船
を

お
り
る
者
か
ら
車
両
に
押
し
込
み
、
満
員
に
な
れ
ば
ド
ア
を
閉

め
て
発
車
。
た
だ
し
ド
ア
は
約
三
〇
セ
ン
チ
く
ら
い
あ
け
て
い

る
。
そ
れ
は
食
事
を
も
ら
う
た
め
と
用
便
口
で
あ
っ
た
。
汽
車

は
一
路
シ
ベ
リ
ア
荒
野
を
ひ
た
走
る
。
我
ら
は
ム
リ
ー
地
区
第

八
収
容
所
前
で
下
車
す
る
。
人
員
約
五
百
人
、
収
容
所
で
は
宿

舎
の
人
員
割
は
ソ
連
兵
が
指
図
す
る
。
将
校
は
別
舎
に
収
容
さ

れ
る
。
た
だ
、
あ
り
が
た
く
感
謝
し
た
の
は
、
収
容
所
長
が
、

「
か
つ
て
昔
樺
太
に
い
て
日
本
の
方
に
か
わ
い
が
っ
て
い
た
だ

い
た
、
今
私
に
で
き
得
る
限
り
恩
返
し
す
る
」
と
言
っ
て
く
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
仕
事
の
内
容
は
列
車
両
側
の
土
盛
り

仕
事
、
ノ
ル
マ
以
上
に
し
て
く
れ
た
。
最
初
雨
具
が
な
か
っ
た

の
で
雨
天
の
日
は
作
業
中
止
、
た
だ
し
ノ
ル
マ
は
つ
け
て
く
れ

る
。
か
く
の
ご
と
く
大
変
な
日
本
び
い
き
で
、
大
喜
び
で
あ
っ

た
。さ

て
仕
事
の
量
に
よ
っ
て
ノ
ル
マ
が
決
ま
り
そ
れ
で
パ
ン
が

支
給
さ
れ
た
。

最
も
よ
く
で
き
た
隊
　
ノ
ル
マ
四
〇
〇
　
パ
ン
四
〇
〇
グ
ラ
ム

よ
く
で
き
た
隊
　
ノ
ル
マ
三
五
〇
　
パ
ン
三
五
〇
グ
ラ
ム

ま
ず
ま
ず
で
き
た
隊
　
ノ
ル
マ
三
〇
〇
　
パ
ン
三
〇
〇
グ
ラ
ム

で
き
の
悪
い
隊
　
ノ
ル
マ
二
五
〇
　
パ
ン
　
二
五
〇
グ
ラ
ム

大
変
悪
い
隊
　
ノ
ル
マ
二
〇
〇
　
パ
ン
二
〇
〇
グ
ラ
ム

将
校
全
員
（
ノ
ル
マ
は
三
〇
〇
％
平
均
）
パ
ン
三
〇
〇
グ
ラ
ム

で
あ
っ
た
、
し
か
し
最
悪
で
も
三
〇
〇
％
で
、
そ
れ
以
下
は
な

か
っ
た
。

約
半
年
後
、
私
は
当
番
の
方
と
道
案
内
の
人
と
共
に
鉄
路
沿

い
に
三
時
間
余
り
歩
い
て
第
二
十
一
収
容
所
に
転
出
す
る
。
こ

の
収
容
所
に
は
満
州
よ
り
の
寄
り
合
い
の
部
隊
で
統
制
が
と
れ

な
い
約
千
人
の
隊
、
そ
の
ま
と
め
役
を
仰
せ
つ
か
る
。
収
容
所

内
の
将
校
編
成
を
す
る
。
そ
れ
が
た
め
宿
舎
の
移
動
、
人
員
等

を
調
べ
る
。
そ
れ
に
基
づ
き
中
隊
長
そ
の
任
に
就
く
。
収
容
所



部
隊
長
と
な
り
、
副
官
に
は
田
中
大
尉
を
委
任
す
る
。
二
人
で

仕
事
内
容
を
定
め
規
律
あ
る
部
隊
に
編
成
す
る
。
そ
の
後
規
律

も
段
々
と
よ
く
な
り
、
朝
の
点
呼
、
作
業
等
よ
く
ま
と
ま
り
、

作
業
能
率
も
一
段
と
上
が
り
、
給
食
も
よ
く
、
皆
の
顔
に
も
活

気
が
み
な
ぎ
っ
て
き
た
。

抑
留
地
の
生
活

(1)

　
毎
日
の
生
活
は
単
純
な
れ
ど
洗
濯
を
す
る
日
が
少
な
く

て
着
の
身
着
の
ま
ま
の
生
活
で
シ
ラ
ミ
が
発
生
す
る
。

時
々
衣
服
の
消
毒
（
高
温
の
中
で
蒸
す
）
ま
た
入
浴
は
水

を
桶
に
一
杯
も
ら
い
サ
ウ
ナ
式
で
あ
か
を
落
と
す
。

身
体
検
査
は
お
し
り
の
張
り
具
合
で
良
い
悪
い
を
決
め

る
。
他
の
病
気
等
の
検
査
は
な
く
、
こ
れ
が
た
め
に
死
ぬ

者
も
い
た
。

(2)

　
収
容
所
の
人
員
は
多
い
と
こ
ろ
で
一
千
人
く
ら
い
、
ほ

と
ん
ど
五
百
人
を
単
位
に
し
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

(3)

　
ど
う
い
う
労
役
に
就
い
た
か

イ
　
最
初
は
収
容
所
部
隊
副
官
。
そ
れ
は
人
員
の
掌
握
。

作
業
後
、
先
任
下
士
官
等
集
合
し
て
、
い
か
に
す
べ
き

か
を
相
談
し
て
、
部
隊
を
中
隊
単
位
に
す
る
。
中
隊

長
、
小
隊
長
、
分
隊
長
に
分
け
る
。
編
成
に
あ
た
り
中

隊
は
百
五
十
人
く
ら
い
と
す
る
。

ロ
　
収
容
所
部
隊
長
。
人
員
の
掌
握
、
作
業
の
点
検
、
仕

事
、
ノ
ル
マ
の
最
終
決
定
に
立
ち
会
う
。

ハ
　
炊
事
係
。
部
隊
の
炊
事
の
点
検
。
一
番
重
要
な
こ
と

は
、
満
州
よ
り
も
み
が
届
い
た
時
、
ソ
連
の
人
は
日
本

人
の
言
を
聞
か
ず
、
も
み
を
大
釜
で
た
い
た
。
鳥
や
ネ

ズ
ミ
な
ら
食
べ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
間
の
喉
に
は

通
ら
な
い
。
こ
れ
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
う
す
を

造
っ
て
夜
通
し
つ
き
白
い
米
に
す
る
た
め
十
人
余
り
の

人
を
無
理
に
お
願
い
を
し
て
徹
夜
で
仕
上
げ
、
米
の
飯

を
い
た
だ
く
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
人
の
作
業
ノ
ル
マ

は
隊
全
体
で
負
担
を
す
る
。
特
に
革
命
記
念
日
に
牛
の

頭
が
二
頭
特
配
に
な
り
、
炊
事
係
一
同
、
頭
を
大
釜
で

煮
て
き
れ
い
に
肉
だ
け
取
り
、
賞
味
し
て
も
ら
う
。
千

人
に
二
頭
の
頭
で
は
奥
歯
に
申
し
訳
な
い
く
ら
い
だ

が
、
こ
れ
が
精
い
っ
ぱ
い
の
ご
ち
そ
う
で
あ
っ
た
。
野

菜
と
て
は
配
給
は
な
く
、
と
げ
の
あ
る
葉
っ
ぱ
を
汁
の

浮
き
に
し
て
ビ
タ
ミ
ン
の
補
給
に
す
る
。
秋
に
は
松
茸



が
松
林
に
生
え
る
が
、
匂
い
が
な
い
の
で
た
だ
腹
も
ち

の
た
め
に
補
食
と
し
て
食
し
て
い
た
。

(4)
　
休
日

特
に
指
定
日
は
な
い
が
日
曜
日
の
休
日
に
は
洗
濯
、
掃

除
、
毛
布
の
乾
燥
、
シ
ラ
ミ
取
り
等
な
か
な
か
忙
し
い
。

収
容
所
の
施
設
構
造
等
は
収
容
所
別
で
さ
ま
ざ
ま
で
、

採
暖
は
ペ
ー
チ
カ
（
五
十
人
く
ら
い
の
部
屋
に
一
個
、
暖

炉
の
遠
い
人
は
そ
の
恩
典
に
は
縁
遠
い
）

。

最
後
の
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
収
容
所
は
、
昔
牛
舎
だ
っ
た

の
を
改
造
し
た
と
の
こ
と
で
、
六
段
ベ
ッ
ド
に
潜
り
込
ん

で
寝
る
始
末
な
れ
ど
、
あ
れ
こ
れ
と
申
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

(5)

　
洗
脳
教
育

そ
れ
は
一
年
余
り
経
た
時
よ
り
始
ま
っ
た
。
対
象
に
は

将
校
を
相
手
に
し
て
ボ
チ
ボ
チ
と
し
て
い
た
。
将
校
収
容

所
で
は
何
も
な
し
。
自
主
管
理
と
し
て
し
た
こ
と
な
し
。

懲
罰
と
し
て
は
仕
事
の
ノ
ル
マ
が
甚
だ
し
く
、
悪
い
時

に
そ
の
長
が
営
倉
に
入
れ
ら
れ
る
が
、
我
が
隊
で
は
収
容

所
長
と
の
話
し
合
い
で
許
し
て
く
れ
た
の
で
一
人
も
そ
の

刑
に
な
っ
た
者
は
無
し
。

(6)

　
抑
留
中
の
生
活
と
極
限
状
態

一
時
、
冬
寒
空
に
砂
利
を
線
路
に
ま
く
作
業
に
は
ホ
ト

ホ
ト
弱
っ
た
。
特
に
寒
空
の
夜
、
汽
車
が
来
た
印
に
ポ
ー

ポ
と
合
図
す
る
と
走
っ
て
無
蓋
車
に
乗
り
、
砂
利
ま
き
終

わ
れ
ば
徐
行
し
て
い
る
汽
車
か
ら
飛
び
下
り
る
。
や
っ
と

と
思
う
と
ま
た
汽
車
の
笛
、
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し

ノ
ル
マ
は
砂
利
を
ま
い
た
時
間
の
み
、
往
復
の
時
間
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
再
度
強
硬
に
申
し
入
れ

た
結
果
、
何
と
か
ノ
ル
マ
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
が
た
め
我
々
一
部
の
将
校
は
反
動
分
子
と
て
ト

ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
行
先
不
明
の
と
こ
ろ
に
行
く
。
し
か

し
そ
の
収
容
所
は
前
か
ら
反
動
分
子
と
し
て
集
ま
っ
た
人

ば
か
り
。
そ
の
収
容
所
生
活
を
す
る
人
数
が
五
百
人
と
な

る
の
で
組
分
け
を
し
、
二
百
五
十
人
一
組
を
つ
く
り
、
そ

の
片
方
の
組
長
と
な
る
。
皆
よ
い
人
ば
か
り
、
民
主
的

で
、
進
ん
で
ま
き
集
め
、
炊
事
、
入
浴
の
世
話
ま
で
し
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
か
っ
た
。

こ
の
収
容
所
か
ら
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
郊
外
の
収
容
所
に



転
出
す
る
。
こ
の
収
容
所
は
元
満
州
の
幹
部
将
校
の
集
ま

り
で
、
一
言
で
も
反
対
す
れ
ば
高
慢
の
将
校
が
あ
れ
こ
れ

言
う
。
そ
れ
も
一
方
的
で
、
己
が
偉
い
、
こ
の
若
僧
が
と

の
態
度
、
日
本
が
負
け
た
遠
因
も
こ
れ
ら
の
分
か
ら
ず
屋

の
集
ま
り
で
あ
っ
た
か
に
も
見
え
た
。
そ
の
収
容
所
も
二

時
間
ほ
ど
で
そ
こ
を
お
さ
ら
ば
、
あ
り
が
た
い
、
他
の
収

容
所
に
変
わ
る
。

こ
の
収
容
所
は
ま
た
違
っ
て
は
な
は
だ
民
主
的
で
、
我

ら
を
喜
ん
で
迎
え
て
く
れ
た
。
部
屋
は
さ
て
お
き
、
何
に

つ
い
て
も
各
位
が
率
先
し
て
や
っ
て
く
れ
、
朝
昼
夜
の
食

事
も
食
堂
で
、
た
だ
食
券
を
持
っ
て
行
け
ば
そ
こ
に
運
ん

で
く
れ
る
。
部
屋
の
廊
下
に
は
思
い
思
い
に
碁
将
棋
等
も

で
き
、
下
手
は
下
手
な
り
に
教
え
て
く
れ
る
人
も
い
て
、

毎
日
が
楽
し
く
、
捕
虜
で
あ
る
こ
と
す
ら
一
時
忘
れ
る
一

時
も
あ
っ
た
。

帰
国

二
ヵ
月
も
過
ぎ
た
朝
、
今
か
ら
名
前
を
呼
ぶ
者
は
荷
物
を
ま

と
め
て
他
の
場
所
に
集
ま
れ
と
一
時
間
か
二
時
間
に
二
人
な
い

し
三
人
と
呼
ぶ
。
そ
の
人
た
ち
は
大
学
で
の
工
学
部
専
攻
者
ま

た
は
僧
侶
等
で
一
般
の
者
は
お
呼
び
で
な
か
っ
た
。
午
後
三
時

頃
、
残
っ
た
者
全
員
荷
物
を
持
っ
て
集
合
せ
よ
、
と
の
こ
と
で

集
ま
る
。
そ
し
て
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
駅
に
着
く
。
汽
車
に
乗
る

が
行
先
不
明
、
し
か
し
汽
車
の
中
で
の
兵
の
親
切
で
、
も
し
か

し
た
ら
帰
れ
る
か
の
雰
囲
気
。
や
が
て
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
を
通
過

し
て
ナ
ホ
ト
カ
に
向
か
っ
て
い
る
ら
し
い
。
汽
車
で
の
日
数
は

忘
れ
た
が
、
朝
十
時
、
待
ち
焦
が
れ
た
ナ
ホ
ト
カ
に
着
く
。
そ

れ
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
兵
、
下
士
官
か
ら
な
る
人
に
、

今
着
い
た
者
は
広
場
に
集
合
せ
よ
と
の
こ
と
。
集
ま
る
と
、
人

民
裁
判
に
か
け
ら
れ
る
。
な
か
な
か
の
者
た
ち
、
こ
れ
が
日
本

の
人
か
と
も
思
わ
れ
る
言
動
、
あ
れ
こ
れ
人
名
を
、
な
ら
ず
の

よ
う
に
取
り
扱
い
、
夜
八
時
頃
ま
で
延
々
と
続
け
て
い
た
。
終

わ
っ
て
昼
食
、
夕
食
を
食
べ
て
休
む
。

翌
日
は
第
二
収
容
所
、
次
は
第
三
収
容
所
と
移
動
す
る
。
そ

こ
で
は
『
赤
旗
の
歌
』

、『イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
の
歌
を
全

員
で
合
唱
し
て
十
列
に
並
ん
で
港
湾
に
向
か
っ
て
歩
く
。
か
な

た
に
黒
の
十
字
の
印
の
船
が
浮
か
ん
で
い
る
。
日
の
丸
の
旗
等

は
な
い
。
寂
し
い
、
悲
し
い
、
戦
い
に
負
け
た
の
で
す
べ
て
か



く
の
ご
と
く
な
る
か
、
涙
が
■
を
ぬ
ら
す
。
戦
争
は
こ
り
ご

り
、
二
度
と
か
く
の
ご
と
き
こ
と
な
い
よ
う
に
と
つ
く
づ
く
思

い
知
ら
さ
れ
た
。

全
員
十
列
の
ま
ま
船
に
乗
り
移
る
。
そ
こ
に
は
日
本
の
人
の

姿
は
な
く
、
ソ
連
人
ば
か
り
。
我
々
は
船
倉
で
足
の
踏
み
場
も

な
い
程
に
詰
め
ら
れ
る
。
一
般
の
兵
隊
さ
ん
と
は
別
の
よ
う

だ
っ
た
。
い
よ
い
よ
船
は
ナ
ホ
ト
カ
を
離
れ
公
海
に
出
る
。
そ

れ
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
ソ
連
人
は
下
船
す
る
。
ど
こ
か

ら
か
日
本
の
船
員
そ
の
他
の
人
が
現
れ
る
。
今
ま
で
何
べ
ん
も

だ
ま
さ
れ
通
し
だ
っ
た
が
今
度
は
違
う
、
日
本
、
母
国
へ
帰
る

こ
と
が
で
き
る
、
う
れ
し
い
。
船
員
さ
ん
が
、
皆
様
長
い
長
い

間
大
変
御
苦
労
さ
ん
で
し
た
、
今
こ
の
船
は
北
海
道
函
館
港
に

向
か
っ
て
い
ま
す
。
ご
安
心
下
さ
い
。
皆
様
方
の
家
族
宛
に
今

電
報
を
打
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
と
。
長
い
長
い
間
待
ち
焦
が

れ
、
こ
の
日
の
来
た
の
を
し
み
じ
み
と
思
っ
た
。

函
館
港
に
船
は
着
き
、
二
日
ほ
ど
米
軍
の
方
の
質
問
が
あ
り

て
下
船
す
る
。
金
三
百
円
を
い
た
だ
く
。
ま
た
函
館
か
ら
故
郷

ま
で
の
汽
車
の
キ
ッ
プ
往
復
を
受
け
取
る
。
右
を
向
い
て
も
左

を
見
て
も
懐
か
し
い
も
の
ば
か
り
。
ま
ず
は
散
髪
を
し
て
も
ら

う
。
そ
れ
か
ら
見
る
も
の
皆
欲
し
い
も
の
ば
か
り
眼
に
つ
く
。

我
々
の
頭
の
中
と
現
実
と
の
違
い
を
い
や
と
知
ら
さ
れ
る
。
船

で
青
森
港
着
。
金
は
函
館
で
財
布
の
中
は
心
も
と
な
い
の
で
質

札
を
、
防
寒
帽
、
防
寒
オ
ー
バ
ー
で
金
五
百
円
い
た
だ
き
、
汽

車
の
中
で
食
事
に
と
リ
ン
ゴ
を
買
う
。
駅
に
着
け
ば
吹
雪
、
寒

い
の
は
寒
い
け
れ
ど
、
シ
ベ
リ
ア
で
こ
れ
以
上
の
寒
さ
に
耐
え

て
き
た
の
で
、
さ
ほ
ど
感
じ
な
か
っ
た
。

乗
車
に
は
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
全
員
四
人
掛
け
で
左

右
に
移
る
姿
を
見
る
。
何
よ
り
も
あ
り
が
た
か
っ
た
の
は
学
生

さ
ん
、
何
か
ら
何
ま
で
親
切
に
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
く
。
た

だ
た
だ
頭
の
下
が
る
だ
け
。
あ
り
が
た
い
。
東
京
駅
で
は
地
下

が
宿
舎
、
二
日
ほ
ど
待
っ
て
我
が
家
に
着
く
。
駅
で
は
電
気
が

灯
っ
た
り
消
え
た
り
し
て
い
た
が
、
足
取
り
も
軽
く
、
迎
え
に

来
て
く
れ
た
兄
た
ち
に
会
う
。
う
れ
し
か
っ
た
。

帰
国
後
の
生
活

軍
隊
、
抑
留
生
活
続
き
で
、
今
ま
で
勤
め
て
い
た
学
校
も
Ｃ

級
戦
犯
者
で
追
放
さ
れ
る
。
新
し
い
職
場
探
し
に
一
苦
労
。

や
っ
と
の
こ
と
職
場
が
見
つ
か
り
、
毎
日
弁
当
持
ち
の
生
活
が

始
ま
る
。
そ
の
後
会
社
を
去
っ
て
独
立
、
紳
士
誂
え
服
屋
と
な



り
七
十
歳
ま
で
こ
れ
を
続
け
、
順
調
と
は
ほ
ど
遠
い
が
何
と
か

生
活
を
し
て
現
在
に
至
る
。

ほ
ん
の
一
言

(1)

　
ネ
ジ
巻
腕
時
計
で
二
回
二
回
と
黒
パ
ン
に
化
け
る
う
れ

し
さ

(2)

　
ダ
ワ
イ
、
ダ
ワ
イ
、
行
っ
た
り
来
た
り
と
変
わ
る
ロ
シ

ア
語

(3)

　
お
互
い
同
士
で
も
手
ま
ね
足
ま
ね
で
話
を
す
る
大
国
の

ソ
連
人

(4)

　
日
本
と
は
違
い
五
列
十
列
し
か
わ
か
ら
な
い
数
の
読
み

方

(5)

　
夏
に
走
り
回
る
子
豚
君
の
か
わ
い
い
こ
と
、
秋
に
は
見

え
ぬ
、
何
、
塩
漬
け
に
さ
れ
て
冬
の
ご
ち
そ
う

(6)

　
ど
ん
な
寒
さ
に
も
負
け
ぬ
毛
布
の
中
の
シ
ラ
ミ

(7)

　
冬
に
は
井
戸
の
端
に
凍
り
つ
き
春
暖
か
く
な
る
と
飛
び

回
る
ま
た
不
思
議
な
ハ
エ

(8)

　
春
来
れ
ば
氷
が
溶
け
て
上
流
へ
上
る
サ
ー
モ
ン
ド
キ
ン

グ
（
鮭
を
獲
る
の
は
日
本
人
、
味
わ
い
食
う
の
は
現
地
ソ

連
人
）

(9)

　
東
京
ダ
モ
イ
い
か
ほ
ど
聞
い
た
か
そ
の
数
知
れ
ず

(10)

　
松
茸
は
匂
い
で
食
う
も
の
、
そ
の
匂
い
の
な
い
も
の
た

だ
腹
の
足
し
だ
け

(11)

　
日
本
で
は
一
人
で
満
員
な
れ
ど
、
何
人
で
も
ど
う
ぞ
お

入
り
な
さ
い
、
二
本
の
丸
太
の
用
便
所

(12)

　
夏
は
船
で
上
下
し
、
冬
は
汽
車
み
ち
、
何
と
便
利
な
寒

い
国
の
交
通
機
関

【
執
筆
者
の
紹
介
】

住
所
　
　
　
長
浜
市
神
照
町

生
年
月
日
　
大
正
七
年
八
月
二
十
七
日

入
隊
　
　
　
昭
和
十
四
年
一
月

階
級
　
　
　
少
尉
任
官
　
　
昭
和
十
五
年
八
月

中
尉
任
官
　
　
昭
和
十
七
年
八
月

大
尉
任
官
　
　
昭
和
二
十
年
八
月
一
日

入
ソ
　
　
　
昭
和
二
十
年
九
月

抑
留
地
　
　
ム
リ
ー
　
第
二
十
一
収
容
所

コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク

引
揚
げ
　
　
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日



函
館
着

高
田
さ
ん
は
、
復
員
後
公
職
追
放
令
に
よ
り
教
職
を
追
わ

れ
、
し
ば
ら
く
家
業
の
ビ
ロ
ー
ド
業
を
手
伝
っ
て
お
ら
れ
た

が
、
独
立
し
て
洋
服
店
を
開
業
さ
れ
、
経
営
と
共
に
自
治
会
長

を
十
五
年
の
永
き
に
わ
た
り
勤
め
ら
れ
て
地
域
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
、
現
在
全
抑
協
長
浜
支
部
の
役
員
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

（
滋
賀
県
　
　
村
田
健
造
）

労
苦
の
こ
と
　 

兵
庫
県
　
橋
本
文
雄
　 

生
年
月
日
　
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
四
月
十
日

家
族
構
成
　
祖
母
、
父
、
母
、
弟
二
人
、
妹
二
人

学

歴
　
　
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
三
月
、
中
川
原
村
立

尋
常
高
等
小
学
校
卒
業

兵

歴
　
　
昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
、
大
阪
歩
兵
第
二
二
部

隊
（
元
第
八
連
隊
）
入
隊

（
昭
和
十
五
年
八
月
徴
兵
検
査
「
第
三
乙
種
」
合

格
）

昭
和
十
六
年
三
月
末
ご
ろ
、
中
支
派
遣
北
野
部
隊
森
田
隊

へ
。
大
阪
港
よ
り
南
京
上
陸
。
一
週
間
後
、
漢
口
へ
転
進
。
夜

行
軍
に
よ
り
応
城
県
番
加
集
の
警
備
に
当
た
る
。
六
月
こ
ろ
か

ら
長
沙
作
戦
に
参
加
し
、
九
月
中
ご
ろ
、
北
野
部
隊
に
内
地
へ

帰
還
命
令
受
領
し
、
上
海
へ
上
陸
。
対
岸
の
南
通
に
お
い
て
、

敵
前
上
陸
訓
練
を
六
ヵ
月
実
施
。（
訓
練
は
、
揚
子
江
の
ド
ロ

水
の
中
、
大
型
鉄
舟
を
用
い
、
連
日
猛
訓
練
で
あ
っ
た
）

昭
和
十
七
年
三
月
に
入
り
、
夏
服
受
領
。
リ
ン
ガ
エ
ン
湾

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
上
陸
。
隊
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
分
乗
し
、
パ

タ
ー
ン
半
島
の
米
軍
基
地
か
ら
の
砲
弾
が
切
れ
目
な
く
頭
上
を

掠
め
る
第
一
線
に
着
く
。
京
都
の
部
隊
が
や
ら
れ
た
後
と
知

り
、「
こ
こ
が
我
が
命
の
終
わ
り
か
」
と
覚
悟
を
決
め
る
。

中
旬
の
こ
ろ
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
谷
底
で
体
を
洗
っ
た
際
に
発

熱
し
、
軍
医
の
診
断
で
マ
ニ
ラ
市
街
の
病
院
へ
。
入
院
中
、
日

本
軍
が
マ
ニ
ラ
を
占
領
。
退
院
後
、
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
島
へ
転
送

さ
れ
、
本
隊
に
合
流
。
中
隊
長
に
申
告
の
折
、
退
院
は
二
十
四

人
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
復
帰
の
翌
日
、
隊
の
被
服




